
高
梁
市

岡
山
県

友
好
都
市

　　
　　歴史の風吹く

　本
市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ぶ
岡
山
県
高た

か
は
し梁
市
。

か
つ
て
は
、
備び

っ
ち
ゅ
う中
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
藩
政
時

代
の
名
残
を
と
ど
め
た
市
内
に
は
、
備
中
松
山
城
を

は
じ
め
と
し
た
多
く
の
歴
史
・
文
化
財
が
市
内
に
点

在
し
、
そ
の
美
し
い
街
並
み
は
「
備
中
の
小
京
都
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　友
好
都
市
提
携
か
ら
約
40
年
、
合
併
後
の
再
締
結

か
ら
も
ま
も
な
く
15
年
を
迎
え
ま
す
。今
月
号
で
は
、

両
市
の
歴
史
的
な
結
び
つ
き
と
高
梁
市
の
魅
力
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　　
高
梁
市
は
、
岡
山
県
の
中
西
部
に

位
置
す
る
人
口
約
２
万
９
千
人
の
都

市
。
市
内
に
は
高
梁
川
が
流
れ
、
そ

の
両
側
に
は
吉
備
高
原
が
東
西
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
古
来
、
高
梁
市
一

帯
は
備び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に

中
国
の
中
核
を
占
め
、
近
世

は
幕
藩
体
制
の
も
と
、
備
中
松
山
城

を
中
心
に
繁
栄
。
近
代
以
降
も
、
政

治
や
経
済
、
教
育
の
中
心
地
と
し
て

発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

　
観
光
資
源
も
豊
富
で
、
雲
海
に
浮

か
ぶ
備
中
松
山
城
（
国
指
定
重
要
文

化
財
）
や
城
下
町
の
風
情
が
残
る
武

家
屋
敷
、 

銅
山
と
ベ
ン
ガ
ラ
製
造
で

発
展
し
た
吹
屋
地
区
な
ど
、
美
し
い

歴
史
的
ま
ち
並
み
が
今
も
色
濃
く

残
っ
て
い
ま
す
。

雲海に浮かぶ天空の山城 備中松山城　標高 430ｍの臥
がぎゅう
牛山小松山山頂にそびえ、天

守が現存する“唯一の山城”です。岐阜の岩村城、奈良の高取城とともに日本三大
山城にも数えられています。９月下旬から４月初旬には雲海に包まれる幻想的な姿
を見ることもでき「天空の山城」とも形容され親しまれています。（国指定重要文化財）

茨城県

岡山県

高梁市

【電車で】
岡山駅からJR伯備線で
備中高梁駅まで特急で約35分
【飛行機で】
岡山空港から車で40分

高梁市へのアクセス

・岡山市

・倉敷市

高梁市産の唐辛子と柚
子を使用した柚

ゆ ず こ し ょ う

子胡椒。
吹屋ふるさと村の人気
のお土産です。

美
し
い
景
観
が
残
る

歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち
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よ
う
高
梁
川
を
整
備
し
、
新
田
開
発

や
産
業
の
振
興
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、

城
下
の
繁
栄
に
尽
力
。
そ
の
死
後
も

備
中
松
山
藩
２
代
・
勝か

つ
む
ね宗

、
３
代
・

勝か
つ
よ
し美

と
事
業
は
引
き
継
が
れ
、
藩
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
今
も
残
る
備

中
松
山
城
の
天
守
は
、 

勝
宗
に
よ
っ

て
現
在
の
姿
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
水
谷
氏
と
い
う
歴
史
的
な
結
び

つ
き
に
よ
っ
て
、
旧
下
館
市
と
旧
　

高
梁
市
は
昭
和
54
年
に
友
好
都
市
と

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
の
大

　
下
館
小
学
校
北
側
の
八
幡
神
社
境

内
に
「
下
館
城
址
」
と
刻
ま
れ
た
石

碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下

館
小
学
校
の
あ
る
本
城
町
を
中
心
と

す
る
場
所
に
下
館
城
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
、
こ
の
城
を
築
い
た

と
さ
れ
る
の
が
水み

す
の
や谷

氏
で
す
。

　
水
谷
氏
は
、
初
代
城
主
・
水
谷
勝か

つ

筑西市と高梁市を結ぶ水
みず の や

谷氏

上野不忍池・弁天堂の建立

備中松山での国づくり

下館城の築城
結城氏の家臣であった水谷勝氏が、
恩賞として3500町余りの土地と家臣
288 人を与えられ、下館に築城を開
始。３代勝之の時代に完成したとい
われています。

下館城主
水谷氏８代

備中松山城主
水谷氏３代

「池の中に島あり、弁才天おわします。
水
み ず の や い せ の か み

谷伊勢守建立せらる」（江戸名所
記）。８代勝隆は、上野寛永寺の天海
僧正から不

しのばずのいけ

忍池に島をつくれないか
と相談を受け、見事に弁天島を築き、
さらに弁天堂を建立したと伝えられ
ています。

国替えとなった勝隆は、高梁川の整
備や新田開発、また、下館と同様に
定林寺、羽黒神社の建立や勧請を行
いました。２代勝宗は備中松山城を
大改修するなど、水谷氏は新天地で
も多くの足跡を残しました。

1 勝
か つ う じ

氏

2 勝
か つ く に

国

3 勝
か つ ゆ き

之

4 勝
か つ よ し

吉

5 治
は る も ち

持

6 正
ま さ む ら

村

7 勝
か つ と し

俊

8 勝
か つ た か

隆

1 勝
か つ た か

隆

2 勝
か つ む ね

宗

3 勝
か つ よ し

美

氏う
じ

が
文
明
10
年
（
１
４
７
８
）
に
城

を
築
い
て
以
来
、
城
主
（
後
に
下
館

藩
主
）
と
し
て
代
々
こ
の
地
を
治
め

ま
し
た
。
中
で
も
戦
国
時
代
に
活
躍

し
た
６
代
・
水
谷
正
村
（
蟠ば

ん
り
ゅ
う
さ
い

龍
斉
、

政ま
さ
む
ら村

と
も
）
は
、
戦
を
す
れ
ば
負
け

知
ら
ず
で
、
そ
の
武
勇
を
恐
れ
ら
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
谷
氏
に
よ
る
建
立
ま
た
は
関
連

の
深
い
場
所
と
し
て
、
菩
提
寺
で
あ

る
定
林
寺
（
岡
芹
） 

、
久
下
田
城
跡

（
樋
口
） 

、
羽
黒
神
社
（
大
町
）
な

ど
が
、
現
在
も
筑
西
市
内
に
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
時
代
は
下
っ
て
、
江
戸
時
代
初
め

の
寛
永
16
年
（
１
６
３
９
） 

、
８
代

下
館
城
主 

・ 

水
谷
勝か

つ
た
か隆

が
、 

備
中
成

羽 

（
旧
成
羽
町
、 

現
在
の
高
梁
市
） 

へ
移
封
（
国
替
え
）
さ
れ
、
寛
永
19

年（
１
６
４
２
）に
は
備
中
松
山（
高

梁
市
）
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
勝
隆

は
、
高
瀬
舟
が
円
滑
に
航
行
で
き
る

筑
西
市
と
高
梁
市
を

結
ぶ
歴
史
的
な
絆

先
人
た
ち
が
紡
い
だ

絆
を
未
来
に
つ
な
ぐ

勝隆の代に
備中松山へ
国替えとなる

（上）下館小学校北側の
八幡神社境内にある石碑
（左）石川公時代の下館城
下町絵図（筑西市蔵）

蟠龍斉、
政村とも

関ヶ原
の戦い

合
併
で
両
市
が
周
辺
自
治
体
と
合
併

し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
に
改
め

て
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、
民
間
団

体
な
ど
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災

で
は
、
高
梁
市
か
ら
多
く
の
義
援
金

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
本

市
か
ら
職
員
と
給
水
車
を
派
遣
し
、

断
水
が
続
く
高
梁
市
で
給
水
活
動
を

支
援
す
る
な
ど
、
災
害
を
機
に
、
両

市
の
絆
は
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

　
約
４
０
０
年
前
に
始
ま
っ
た
両
市

の
つ
な
が
り
は
、
今
後
も
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
相
互
の
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

89



美
し
い
景
観
が
残
る
高
梁
市
の
ま
ち
並
み

紺屋川美観地区　高梁川に流れ込む紺屋川は、かつ
て備中松山城城下町の外堀の役割を果たしていまし
た。河畔には美しい桜と柳の並木道が続き「日本の
道100選」にも選ばれています。映画「男はつらいよ」
のロケ地にも。

石火矢町ふるさと村　臥牛山南麓に広がる備中松山
の城下町。その中でも石火矢町は、今も格式のある
門構えの武家屋敷が 250 ｍに渡って立ち並び、当
時の生活の面影が色濃く残っています。

日本遺産「ジャパンレッド発祥の地」吹屋
ふるさと村　赤銅色の石州瓦や赤い土壁を
利用し、全体的に赤色で外観が統一された、
見事なまち並みが整然と続く吹屋。昭和 52
年には文化庁から国の重要伝統的建造物群
保存地区に、そして令和２年に「『ジャパン
レッド』発祥の地～弁柄と銅の町・備中吹
屋～」として日本遺産の認定を受けました。

国内屈指のベンガラと銅（あ
かがね）生産で繁栄した吹屋
地区。吹屋で生産された赤色顔
料のベンガラは全国に流通し、
社寺などの建築や九谷焼、伊
万里焼、輪島塗など日本を代
表する工芸品を鮮やかに彩っ
てきました。

頼久寺庭園　江戸時代初期、頼久寺を仮の館と
していた小堀遠州（備中国奉行・茶人）が作庭
した名園です。愛宕山を借景とした蓬莱式枯山
水で、絶妙な配置の石組や大海波を表現するサ
ツキの大刈り込みなどが優れた美的景観を示
しており、国の名勝に指定されています。

鮎料理　カルスト台地
によりその水には多く
のカルシウムが含まれ
ると言われる高梁川で
とれる鮎は、非常にお
いしいと評判！

ベンガラ（弁柄）…銅山から銅鉱石とともに産出された硫化鉄鉱石が原料。
数々の工程を経て、赤い粉末状のベンガラとなる。

10

　
筑
西
市
の
み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち

は
。
高
梁
市
長
の
近こ

ん
ど
う
た
か
の
り

藤
隆
則
で
す
。

　
筑
西
市
と
は
、
下
館
城
主
か
ら
備

中
松
山
城
主
と
し
て
水
谷
勝
隆
公
が

お
越
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
ご
縁

で
、
昭
和
54
年
に
旧
下
館
市
・
旧
高

梁
市
と
が
友
好
都
市
縁
組
を
締
結
し

て
以
降
、
両
市
の
交
流
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
官
民
と
も
に

友
好
な
関
係
を
保
た
れ
た
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
特
に
西
日
本
を
中
心
に
未
曽
有

の
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
の
際
に
は
、
本
市
で
も

浸
水
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
各
地

で
断
水
と
な
る
な
ど
、
市
民
生
活
に

大
き
な
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
が
、
筑

西
市
や
筑
西
広
域
消
防
本
部
の
み
な

さ
ん
が
、
給
水
活
動
の
た
め
、
い
ち

早
く
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
給
水

活
動
は
も
と
よ
り
、
被
災
者
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
、
励は

げ
ま
し
の
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
く
な
ど
、
そ
の
献
身

的
な
姿
に
多
く
の
市
民
が
救
わ
れ
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
市
民
を
代
表

し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
自
身
、
筑
西
市
に
は
何
度
か

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
一
昨
年
４
月
に
災
害
支

援
の
お
礼
に
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
公
務
の
都
合
で
滞
在
時
間
は

僅
か
で
あ
り
ま
し
た
が
、
水
谷
家

歴
代
の
菩
提
寺
で
あ
る
定
林
寺
に

ご
案
内
い
た
だ
き
、
水
谷
公
の
墓

前
で
は
、
筑
西
市
と
高
梁
市
の
古

い
に
し
え

の
時
代
か
ら
の
絆
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
、
素
敵
な
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
両
市
の
友
好
親
善
に
一
層

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
市
は
山
城
と
し
て
唯
一
天
守
が

現
存
す
る
備
中
松
山
城
や
、
令
和
２

年
６
月
に
『
ジ
ャ
パ
ン
レ
ッ
ド
発
祥

の
地
　
弁
柄
と
銅
（
あ
か
が
ね
）
の

町
・
備
中
吹
屋
』
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
吹
屋
地
区
な
ど
が
あ
り
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
歴
史
空
間
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
遠
方
へ
の
往
来
が
ま
ま

な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
落

ち
着
い
た
折
に
は
、
筑
西
市
の
み
な

さ
ん
、
ぜ
ひ
、
高
梁
市
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

情緒あふれる歴史空間、高梁へぜひお越しください。

岡山県高梁市

近藤 隆則市長

　
備
中
松
山
藩
士
・
山や

ま
だ
ほ
う
こ
く

田
方
谷
は
、
藩
主

板い
た

倉く
ら

勝か
つ

静き
よ

の
も
と
で
、
藩
政
改
革
を
断
行

し
、
財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
た
藩
を
立
て

直
し
た
人
物
で
す
。
ま
た
、
教
育
者
と
し

て
も
知
ら
れ
、
藩
校
「
有ゆ

う
し
ゅ
う
か
ん

終
館
」
や
家

塾
「
牛ぎ

ゅ
う
ろ
く
し
ゃ

麓
舎
」
で
優
秀
な
人
材
を
育
成

し
、
藩
の
要
職
へ
も
積
極
的
に
登
用
し
ま

し
た
。
藩
政
改
革
者
と
し
て
、
そ
の
名
は

全
国
に
知
れ
渡
り
、
越
後
長
岡
藩
（
新
潟

県
）
の
河か

わ
い
つ
ぎ
の
す
け

井
継
之
助
の
よ
う
に
他
藩
か
ら

来
遊
す
る
者
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　　
藩
主
板
倉
勝
静
が
新
藩
主
に
な
る
と
方

谷
は
藩
の
財
政
責
任
者
で
あ
る
「
元
締
役

兼
吟
味
役
」
に
抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
、藩
の
財
政
は
慢
性
的
な
赤
字
に
加
え
、

10
万
両
（
現
在
の
約
３
０
０
億
円
）
に
及

ぶ
借
財
に
苦
し
む
危
機
的
状
況
で
し
た
。

彼
は
単
な
る
負
債
整
理
と
節
約
・
緊
縮
政

策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
振
興
、
民
政
刷

新
な
ど
の
分
野
で
大
胆
か
つ
的
確
な
改
革

案
を
提
示
し
、
着
実
に
実
行
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
７
年
後
に
は
全
て
の
借
財
を

返
済
し
た
上
に
、
10
万
両
を
蓄
財
す
る
と

い
う
成
果
を
導
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
藩
主
勝
静
の
幕
政
参
画
の
道
が

開
か
れ
、
自
ら
も
政
治
顧
問
と
し
て
江
戸

に
出
府
し
、
幕
末
動
乱
期
の
政
治
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
至
る
激
動
の
時

代
を
駆
け
抜
け
た
方
谷
は
、
万
事
に
つ
け

て
「
至し

せ
い
そ
く
だ
つ

誠
惻
怛
」（
誠
意
を
尽
く
し
て
人

を
思
い
や
る
心
）
と
「
士し

み

ん

ぶ

い

く

民
撫
育
」（
す

べ
て
は
藩
士
と
領
民
の
た
め
に
）
の
精
神

を
貫
き
、
そ
の
教
え
は
混
迷
す
る
現
代
に

改
め
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い

藩
政
改
革
と
人
づ
く
り

高
梁
の
偉
人山

や ま だ

田方
ほ う こ く

谷

小倉魚禾作「山田方谷像」高梁方谷会蔵

財政破綻寸前！借金 300 億円の状況を
わずか７年で 300 億円の蓄財に変えた

備中松山藩御茶屋跡　藩主別邸の一つ。
山田方谷が城下滞在時に使用。司馬遼太
郎の歴史小説「峠」に登場する越後長岡
藩士河井継之助が逗留した施設で、方谷
や門人らと交流した。

1805（文化２年）〜 1877（明治 10 年）

【協力】高梁市秘書広報課、高梁市観光協会　 【問】広報広聴課 ☎ 24-2172
1011




